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アルハラフ ハイサム君の学位論文は「Benchmarking Energy Performance of Accommodation 















した。DECC には 2006 年から全国８つの地域ブロックにおいて定期的に非住居系建物のエネル
ギー消費データが収録されており、データ件数は合計 3万 8千件以上に達し、データ項目は施設
規模、用途、築年数、階数、運用年数、一次エネルギーの消費量、電気・ガズ・水使用量などを

































































  No.3 
アプローチはいささかオソドックスに見えるが、ビッグデータ/AIの実用化に欠かせない堅実な
プロセスであることを改めて評価したい。 
本研究は関東地方に限って研究が進められた。それによる重回帰モデルそのもの、ANN学習
モデルそのものは研究地域に限って有効である。またベンチマークシステムは限られたフラン
チャイズの実データにしか応用されていない。さらにベンチマークの運用形態は概念にとど
まっており、実用システムの開発に至っていないなど、残されている課題が多い。一方、本研
究に使ったデータベースは全国に整備されており、汎用性が高い。建物エネルギー効率の評価
と改善は低炭素社会に向かうために広く求められる課題で、この研究方法は広く応用できる。
この意味において、本研究は時期の得たものであり、今後の国内外への展開を期待できる。 
著者は、GESLの学生で、本研究は GESLの国際ネットワークの下で推進された。トルコにお
いて国際インターンシップを行い、また国連大学持続可能な発展若手研究者ネットワークにて
研究発表と国際交流を行い、確立された国際ジャーナルにて論文を発表している。また著者は
シリア出身で、在学中に本国は戦火に巻き込まれた。それを乗り越えて学位取得に到達できた
のは、著者の強いメンタリティのおかげであり、一人前の研究者として歩んでいく力にもなる
だろう。 
このように著者が独立的に研究を遂行していくために必要となる高度な研究能力ならびにそ
の基礎となる豊かな学識、さらに研究成果を社会に発信、還元するための優れた協調力と信頼
感等を有していることが、本論文において明確に示されたと判断される。 
よって、本学位審査委員会は著者が博士（学術）の学位を受ける資格があると認める。 
 
